











(1) Effect of divided supplementation of remifentanil on seizure  
duration and hemodynamic responses during electroconvulsive 
therapy under propofol anesthesia. 
(プロポフォール麻酔下電気痙攣療法における痙攣時間および 
循環動態に及ぼすレミフェンタニル分割投与の効果) 
(2) Effects of the concurrent use of a reduced dose of propofol with  
divided supplemental remifentanil and moderate hyperventilation on 
duration and morphology of electroconvulsive therapy-induced 
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比べ良好であったことが推測された。また今回の研究では、第 3,4,および 5回目の ECT
において、不十分な発作波振幅/発作後抑制に起因する必要電気刺激量の増大が、プロ
ポフォール減量投与/レミフェンタニル分割投与および中等度過換気併用群においては
57 session中 17 session(30%)に認められたのに対して、プロポフォール通常投与群で
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(1) Effect of divided supplementation of remifentanil on seizure duration and 




(2) Effects of the concurrent use of a reduced dose of propofol with divided 
supplemental remifentanil and moderate hyperventilation on duration and 
morphology of electroconvulsive therapy-induced electroencephalographic 
seizure activity: a randomized controlled trial. 
（電気痙攣療法誘発性痙攣脳波の持続時間および脳波形状に及ぼすプロポフォー
ル減量、レミフェンタニル分割投与並びに中等度過換気の併用効果） 
結果の要旨 
本研究は、電気痙攣療法(ECT)が適応となる精神疾患患者に対して、クロスオーバー試験
並びにランダム化比較試験を実施し、標準的な ECT麻酔に３つの介入を行うことによる有
用性と安全性に関して標準的なプロポフォール麻酔と比較検討した。レミフェンタニルを先
行投与することによるプロポフォール導入量の減量、電気刺激前のレミフェンタニルの再投
与および中等度の過換気を併用する麻酔管理法は、プロポフォールによる標準的な麻酔管理
法よりも有意な誘発性痙攣発作時間の延長および必要刺激電気量の低下が得られた。このこ
とから本法が、ECT に抵抗性を示す患者に対しても臨床症状の改善のみならず、電気刺激
後の著明な循環変動や認知機能障害などの合併症を軽減し得ることが示唆された。 
以上の研究成果により、本研究論文は博士（医学）授与に値するものと審査委員全員から
御評価を頂いた。 
 
